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• 本日は、「洋上風力ゼロプレミアム案件の容量市場（メインオークション・追加オークション）への参加」に関し、
バランシングコスト相当分のFIP交付金の扱いについて、ご議論いただきたい。
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本日のご報告内容



１．洋上風力ゼロプレミアム案件における

バランシングコスト相当分のFIP交付金の扱い
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• 第68回再エネ大量導入・次世代電力NW小委員会（2024年9月11日開催）では、大規模な再エネ電源
投資を確実に完遂するための制度のあり方が検討され、洋上風力発電への電源投資が確実に完遂され
るようにするため、収入・費用の変動に対して強靱な事業組成を促進することを通じて、事業実施の
確実性を高めていく方向性が示された。

• 一方、容量市場においては、洋上風力も容量市場への参加は可能であるが、再エネ海域利用法に基づ
く公募案件を含むFIT/FIP案件については、固定費の二重回収を防止する観点から、FIT/FIP制度の
適用を受ける期間（調達期間/交付期間）中は、参加が認められていなかった。

• しかし、再エネ海域利用法に基づく公募案件（選定済みのラウンドを含む）のうち、ゼロプレミアム
案件※1については、バランシングコスト相当分※2を除き、FIP交付金の交付は想定されない。そのた
め、ゼロプレミアム案件が容量市場（メインオークション・追加オークション）へ参加することを認
めたとしても、固定費の二重回収の問題は生じない。

• このような背景から、第100回 制度検討作業部会（2025年2月26日実施）にて、ゼロプレミアム案件
に限っては、バランシングコスト相当分のFIP交付金の受領を放棄することを前提として、FIP制度の
適用期間においても、容量市場ヘの参加を認めることと整理した※3。
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背景

※1：再エネ海域利用法に基づく公募では、ゼロプレミアム水準の導入後に実施された6海域中5海域でゼロプレミアム
水準での入札者が落札している。

※3：なお、洋上風力WGでは、第32回会合（2025年6月3日）以降、公募終了後に導入される政策措置の選定事業者に
対する適用と公募の公平性との関係等について議論が行われているところ。

※2： P9～P10参照。FIP認定事業者には、プレミアムに上乗せしてバランシングコストが交付されている。
これは、FIP制度開始初期の現段階においては、発電計画の作成などに技術やノウハウの蓄積が必要となる点を
踏まえた措置。交付するバランシングコストの額は、各電源の運転開始年度から徐々に低減させることとしている。



• 第100回 制度検討作業部会（2025年2月26日実施）にて、容量市場に応札した上で不落札となった場合に
おける、バランシングコスト相当分のFIP交付金の受領について、ご意見をいただいた。

• ご指摘のように、不落札となった場合にFIP交付金を受領できる制度とすると、 FIP交付金の受領を考慮
しての応札行動となり、受領できない場合と比較して、応札行動が変わる可能性が生じる。

• そこで、他の容量市場参加者との公平性に鑑み、約定結果に関わらずバランシングコスト相当分のFIP交付
金の受領を放棄することを応札条件としてはどうか。

• なお、 FIP制度が単年度毎の支援制度ではないこと等も踏まえ、固定費の二重回収防止を徹底する観点か
ら、初めて容量市場へ応札するオークションの参加登録（発電設備の運転開始後に初めて応札する場合は、
発電設備の運転開始時）までに、FIP制度の全支援期間にわたりバランシングコスト相当分のFIP交付金の
受領を放棄することを求める。
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バランシングコスト相当分のFIP交付金の受領放棄について

【参考】第100回 制度検討作業部会（2025年2月26日実施）におけるご意見

• 参加の条件として、「バランシングコスト相当分のFIP交付金の受領を放棄する」とある点について、容量市場に応札
した上で、落札した場合にはFIP交付金の受領不可というだけなのか、それとも、不落札の場合でも受領不可なのか。
前者（不落札の場合には、FIP交付金を受領できる）であるとすると、受領できることを考えての応札行動となり、そ
うでない場合と比べて、上乗せしたような高めの応札価格に設定する可能性が生じるのではないか。
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【参考】ゼロプレミアム案件の容量市場への参加
第27回 再エネ大量導入・次世代電力NW小委員会

洋上風力促進WG 交通政策審議会
資料1 (2024年10月10日)
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【参考】再エネ海域利用法における第２ラウンド公募結果
第68回 再エネ大量導入・次世代電力NW小委員会

資料7 (2024年9月11日)

ゼロプレミアム入札
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【参考】再エネ海域利用法における第３ラウンド公募結果
「青森県沖日本海（南側）」及び「山形県遊佐町沖」における

洋上風力発電事業者の選定結果等について
別紙1 (2024年12月24日)

ゼロプレミアム入札

構成員（代表企業下線）： 株式会社JERA、株式会社グリーンパワーインベストメント、東北電力株式会社

構成員（代表企業下線）：丸紅株式会社、関⻄電力株式会社、BP Iota Holdings Limited、東京⽡斯株式会社、株式会社丸高
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【参考】バランシングコストの導入経緯 第19回 再エネ大量導入・次世代NW小委員会
資料1 (2020年8月31日)
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【参考】FIP制度のバランシングコスト 第101回 調達価格等算定委員会
資料2 (2025年1月17日)
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